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はじめに

　本研究は、 末期に岸田 が を ねたときの研究の前 として、その直前に、そ

れまでの 国 では りくる国際関係状況が息 まってしまうことを 念した が、

初めて 外、それも清国の へ の役人たちとそれ れの 者として から 集し

た 外に関 を持つ中 や 者の たちを めて した時の 人かの 在記 から、

当時の をどう見たか、またどう実地に いて見 し、さらに清国人や 界のイギリス

人などとどう したかを見ながら、 らの いた記 から を するところに目

的がある。

「 」の 行き

　 時代の日清 の は、 の国 により、 はもっ ら清国 からの取引

が中 で、それも日本 では の長 や平 などに され、日本 は け であった。

そのため、 そのものに れであり、 リーのアメリカやロシアからの開 に

で対 するが、 面からの 取引 無理であり、国際的 取引がわからなかった

といってよい。そのため、明治 新後、 へ水 に進 してきた清国商人に対し

て、 前 で東 の水 講 所を 業した 田 は、 先の で 取引を 当し、

清国商人を して清国へ関 を持ち、それがのちに清国へ行き、 同文書院とのつなが

りへ することになったのである (1)。 し先走った をすれば、 を視野に れた

から後 する への からの は、長 の日本の商人も 人か し、 の

を選 し、 で しようとしたが、 れ 、 いたたかれたりして、結 は大

であった。先方の 場調査は全くできておら 、日本人好みの商 を しようとした

ためである。つまり清国情報はもちろん、 情報さえつかんでいなかったということが

わかる。

　そのような も くめて、それまで関係の深かったオ ン に を し、、また日本

には商 がなかったため、オ ン の商 を させてもらい、イギリス人の 長はじめ

の外国人の を った。当 、 術もす て らに だねざるを得ない で、

主 の というには かった。まさに 知の世界へ外国人の らに んでもらう

であり、しかし、その実施はあわせてまさに 国 の でもあった。

　このあたりの についてはいくつかの先行研究もあり、 はそれに せ、先に進み

たい (2)。
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　こうして文 年（ ） 月 日、 へ向けて （長 ）を した。以

月 日までの か月 りの となった。これはその後、 治 年（ ）の

月 日から約 か月 、 治 年（ ） 月 日から約 日 り、 年

（ ） 月 日から か月 どにかけて全部で 回の の第一回目の

であった。第 回は 日 どと いが、これは長 が で そかに や

の調 をしたのではないかという調査のためで、 かの 回とは目的が異なっている。し

かし、 期 に り し集中的に へ したことは、第 回目の 国報告により

が考えていた以 に の国際化や列強の強大さとその進 が見られ、それまでの

には 界と危機感があることを実感したように われる。日本のすぐ で一 が こっ

ているかを実感として く知る に られたといえる。この直後の 年、イギリス に

大 を した長 の例はその危機感をさらに けたものといえよう。また日本の 在

を世界へ知らしめる から、この時期に リで開かれた 国 会に した

ことも、 の態度が に変化した状況を している。その からも、第 回の

の の 団はきわめて重 であったことがわかる。

　なお、 者が最も関 のある岸田 の ンと かけた初めての 行きは、

年（ ） 月から 年の 年の 月までであり、 の第 回の 、 団

の 在期と し重なる。第 回の の 団には の高橋由一も同 しており、

が に関 もあったためか、とくに 者は の地で に している。そう見てい

くと、 の 団 と とのつながりも ながら 見える。これについては

を 意したい。

　 は 者のメ によれば、 の役人と の から選ばれた 者が

み合わさった で、それに長 商人 人、 人、水 と水 が 人、その か っ

た外国人はイギリス人の や料理人、大 、水 、 長の など 人、とオ ン

商人 人、合 日本人 人、外国人 人、合わせて 人の大所 であった。 は

本の ストがある トンの で、 の は、イギリス アー チス を い 、

日本 で「 」（せんさいまる）と した (3)。

　 の 分が の役人と から推 され した 者たちであった。全国の

から 者を えたのは、なる く多くの で い から させ、国外の状況を知

らしめたいという の があったものと われる。 者に推 されたものの中には、

高 作のようにそのまま国内に 置しておくと、 盛んに を り回し、それ

に 対する 中を って事件を こし、国内や国際問題を引き こす れがあると長

が し、これ いと へ行かせたという ースもあった。実際、高 は では

や 中 に関 を持ち、 の持つ意味を にとらえていたきらいが見られる。

　 役人と の み合わせを見ると、 根立 郎 定と会津 の 三郎および

の 次郎、 平 郎長 会所調役と の深 長 衛 および 後の松本

衛、 支 定と大 書生の 藤 および高 の日々野 治（きくじ）、

中 太長 会所 調役と の 衛および の 木 、 田三郎

衛 目付と 松 の 人（あなと）および の木村 、 次
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郎 人目付と の中 田 、 し く と長 の高 作　 中村

平長 会所定役と平 の 、 尾本公 と大村 の 、 かのメン ーで、

の中では が多く、しかもうち深 と は足 の 分である。 は 末期に西

術に関 があり、足 であれ有 な人 には見 を させたということだったので

あろう。そして 者の年 は 代が多く、最年 は 1  もいて、その後の日本で活

できた人材もいた (4)。

在記 を見る

　一行の 者のメン ーは、その多くが での 在記 を した。しかし、 の水が

合わ 、 調を し、その 分近くのメン ーは とんど 内や 内にとどまっていた。

日本 の水 など 人が レ などによりこの で している。そのため、

にとどまっていても、できる り情報に し、来 者からの情報を得ようとした 者もい

たし、 調をく しながらも時には の 界の へ 向いたり、 くからの 内

にまで足を んだメン ー、 多 調を したが、積 的に 中を き回って

を観 し、 語して 人と したメン ーなど、メン ーによって行動 ターンにか

なりの いがある。それは当 、 在記 の内 にも いが てくる。

　そこでそのような中から、記 した情報 も多く、 にきちんと向き合った 人の記

を選び、それをもとに日本人として初めて あった をどう いたかについて選び

すことができた。

　 的には、（ ）に する記 者の中から 次郎 (5)、（ ）に する記 者の中から

日 野 (6)、（ ）に する記 者の中から 人 (7) の 人の記 を選んだ。今日有

な高 作の記 「 清 」のうち 記 は、これら 人のレ ルに ばないため

ここでは直 は取り ない。ただしこの本論では、（ ）と（ ）を中 に検討し、（ ）

は岸田 とともに で取り る。

次郎による「 記」から

　（ ） 次郎について

　 次郎については、外 治が 三から いた として、 の知人である

合調査研究所 の田中西二郎の の で、 いころ、長 で の 強をし、のちに

向けの 術 の文 を学んで成 したという。 記の中には へ行った記 がな

いものの、本人だろうということだったとしている 。また、前掲 は

郎 文の次 だとしている (3)。 者がつながるのかどうかについては、今回調 る時

が 足した。い れにせよ にからんだ人 であり、 時の年 はかなり くまだ

の 年だったように見える。

　（ ） の記 「 記」の中の と 力

　 は、 へ 着したのち、 い の水を んだためであろう、まもなく 調を

し、その 中で次のように だとすることを記している。

　すなわち、 く までやってきて、ようやく 村にも足を ばし、いろいろ見
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でき、それらの実地を し、文にもしたためたりして、調査の一 になれば、お のた

めに か役に立つのではないかと ったが、 着して どなく、（日 野の日記によれば、

イギリス 界を 中、 と下 に われ、その後は） に し、本人の記 では、

長らく立ち がることもできなかった。その後、外へ る も 、 がくるってしまっ

た (9) とあり、 念な 持ちを している。しかし、その記 は である。それは、

そのような中でも、 いなことに、「 は辺 ながら に ければ、 方より を け

て 下の多く、その中に書生 多くにて、 は 外 と異に 教を び、文 明ら

かなりと いて、 みて を来り い、 語 にて ら しくなり、 き すこと

も なから 。」 原文カタカ ）(10) だったからだとする。つまり、この時期、太平天国

の で、いわ る長 が 方面から へ め ろうとする 感のある であっ

たが、 界が 在するため 全で大 だと われる へ多くの 民が しかけつつ

あった。その 民のなかの積 的な学生たちは日本人が や 語に長けているという

評 から、日本人に会いにここへ来たというわけである。 は居ながらにしてそんな

らから で多くの情報を学び取るという最 の 力をしたといえる。とりわけ であ

り の は 性として選んでくれた や の持つ積 性に 調 でも

えようとしたのであろう。その際、日本 も中 田、高 、 、 、 東、日 野など

も書生であり、特に は をすすめたとする。ただメン ー中の中 田は西 の

学問に通じ、欧 人から 術を き取りたかったのにそれが 文に集中したので の だっ

たとしている。また、 代 （ ）は水 の 分で から を さなかったが、と

きに抜け し、 の対岸 東地 での長 の合戦を きに行っていたと、 国して

から知ったとする。

　そしてこの の終わりに、「 度同 人の 見 せしことを 集めて大成せば、

る あることも多かる きに、 が 力の ことに ざるは きことなり」(11) とし、

なお 念がっている。せっかく まで来て、現地を り見られなかったことの無念さで

あろう。

　このように の記 は日記 でなく、全 をまとめ的に整理したものである。とすると、

これらの 者たちの記 は 団全 をまとめて整理し分 考 することはなかったとい

うことであろう。 の役人からの報告で事足りたということであろうか。

　（ ） の記 。

　では はどのような書生たちからの き取りによって にアクセスしたのであろ

うか。それは の記 内 からうかがわれる。その主なところを中 にまとめてみる。な

お関 する場合は（ ）の日 野の記 も える。

　　　  の

　 前日の 月 日、目の前に 着した からみる については『 』な

どを い、その地理的 置と なな 史を している。ちなみに（ ）の日 野は「明

史 」を い、明の 時代にこの は なく水 が多 したため、 を

えて へ を り開いて とつながったと記している (12)。 着前にこれらの書をメ

ン ーによってはあらかじめ んでいたものと われる。なお は 分の目で の
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につながる支 （ ） に 人 の新大橋がかかったと ット ース的に

付 し している。

　そしてこの の について、 は約 、来 してい列強 国の を「 」

と し、その 、うち が 、地 「 」は で は 明

が 立していると している (13)。

　この は（ ）の日 野も同 で、 に り西 へ向きをかえると、 は一定しな

いが、 国の商 が なり、 する の の多さは例えがたく、 方は が

立して「 くるところなし」としている (14)。ついでに（ ）の も 岸には西 の商

が なり、また の多さを記し、「 は ということを知ら 」と表現し、「とり

わけ 最多し。ただし、支 の多きは 論なり」としている。 は「 」と言わ

「支 」と表現し、この時にすでに、「支 」という hin の 語を いているの

が 目される。 はさらに、この活況を、「実に支 中第一 盛なり所と いた 、

も有 きなり」(15) といい、前年アメリカへ かけた同 者（中 田）が ー ークや

ワシントン以 の 盛だといっているとの もしている。

　ところで、 界の 岸から れた 方の いに きることがないと される多

の は、い れも「 」で、後 するように、太平天国の による長 の により、

地から してきた「 」がこの へ集中して んできたことによるためと

われる。したがって、のちに らが 岸を するとき、多 の「 」の 生活者を

目にするのである。

　また は、 いにイギリスや ンスなどの が「立列する」と記し、（ ）の日

野も「商 つらなり」、「 は なり、 盛んなるや」と きを記している (16)。

　しかし、一行が した 界の はまだ初期の の であり、その後に高 化し

ていく前の であった。それでもその 力に異次 の世界を見たということであろう。

　　　  

　一行の 舎は の 中か いの 記 という西 風支 であった。 後

は 内の を表 問している。そこは からは 内の まった西 部にあり、当

内を するように初めて き、 内に関 を持ったは である。

　 は、この が築かれたのは明の 年と した後、 で まれた周 は

およそ 、 の高さ約 、 には清の と大 を備え、 の と共

同で りについており、また の内外にも西 と の 人 人が を構え、 備

は しいとしている。 内外を結 の は全 で 、東に 、西に 、 に 、

に で、 のうち つは 人が新しく ったとする。いわ る「新 」であろう。この

指摘で、その結 、それまでの は「 」ということになったことがわかる。そし

てこの時期には、 に つの があったということになる。 地に られた だけに、

内には以前からの 水 的な があり、そのため水 が つあること、その か

の構 についても している。ただし、 は省 ではないため、外 はないことも指摘

している (17)。

　これについては（ ）の日 野もおそらく前 の 史書によったであろうが言 し、
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の記したように明の 年 に ができてのちの を かく し、 が え、 も え、

も置かれたが、 の れが になり、水 を けたり、 の 来もあってそれらを

するために を り、 年に 成したと している。そしてこの来 時に

現地でみると の周 （清 ）、高さ 、 る「 なり」としている。そ

して の は 、水 の は としている 1 。 とは の高さと の が異なる。

の高さは場所により、あるいは目 の いもあったのだろう。 の の いは、日 野

がまだ新 に 付はいていなかった ど 人により に をあけ、 来たばかりのこ

とだったということかもしれない。観 者に の れがみられることも 味深い。

　しかし、 内は人多く、 も く さな商 が集積し（日 野は あるとしてい

る）、全 に めて で いと指摘している は共通する。特に は には がた

まり、だれも 付けようとしないと指摘している。そして の外へ ると、 は草に

われ、 人の が に 置され、 も がり、 がたまらないとし、この国の

がわかるとしている。

　　　  水問題

　 は 水によって 調を したこと、 が 人も を われたこともあって、

在中最も り しみ いたのは な水問題であったことをかなり強調している (19)。

　すなわち、 は とつな たため、 が り み、しかも平 地にあるため

水がよどんでしまう。その 、地 民が 、 、 、 などの 、その か人の を

す ての をここへ するため、それらが岸まで れ着いている どだと観 し

ている。 レ は 行し、 民などは を へ てるしかない。しかもそれに えて

民や の が を するため、その は深 であるとしている。

　また、一方、井 は 中で 本しかなく、しかもそれも めて れている。そのため、

の水を しかない。その際、大 に水を みとり、石 か明 を れ、きれいになっ

たと見えるところを という方 である。これで レ がなくなるわけでなく、 水

がきれいになるわけではない。 先の 記 もこの水を っている。だから こと

になる。そして 本人も れ、 が危うかったが、中 田の でかろうじて われた

という。

　以 から、 は、今後 知の世界へ かけるときは、そこの風 をよく知り、 意す

きとしつつ、今後のこのような には 息するとしている。

　（ ）の日 野は、 月 日に 調を し、 と下 に われている。そして同

した から レ の宣告があり、ショックを け、 を っている。 日は 藤も

レ 宣告を け、その 日は も だしい下 、 日には 者も て、 人 る多し、

とある (20)。

　このように、当時の の み水の環 は めて かったことがわかる。それは西 人

にとっても同じで、この後、 、 ともにそれ れの 水 の水 地を し、のちに 水

施設の 実へ向かい、やがて現地人もその を けることになる。

　　　  ア ンの

　 で目立つ清人の風 はタ いであり、それが近年はア ン いの になって、
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あらわれていることも指摘している。

　タ にはよじった に をつけ するが、西 人の をした タ が 行って

いて、 末を指先に しつけて から う。日本にはなく、 も みたという。

　そしてタ 好きの清人の に、近年ア ンが がり、 による も効 がない ど

だとしている。ま 役人が っており、 民に しても 民が るわけがないと指摘し

ている。。清人はア ン は 持ちがよく、 や 持ちが ち んだ時や れたときに精

ともども になるという。したがって、やめることはできなくなるが、 い始めて後、

か月でおかしくなり始めるのに、それをやめる 立てがないとする。たとえば、 月

日に 場見学へ行く時に、 どで 語もできる水先 内人に 事回 と

を ねると、 だと えた。かなりの なのに、 も も で、 、 も

もしないという。その理由を ねると、もっ らア ンの だけに し、 も足

らない どだと え、 々はそれを じられ 、その 引 を見ていると、そのうち い

はくさくなり、 引をやめさせようとしたが、 をかさ 、ついに目もうつろになり り

始めたので、中 田が大 して、 に をかけたらその 内人は き、あわてて を

付け始めたことがあったという (21)。

　そのため、ア ンの まった清国 は、 の 近にも 付か 、戦 中も 引を な

くされるため、戦いに れるという清人の も記している。

　　　  来 する人々

　 は 中から で し、外へ られなかった代わりに 々な清人が来 したことは

前 した。日本人への期 を めて多くの き書生たちが来 してきたことも たが、

そのことは日本人なら書 がわかるということで、書 や書 、さらに を持った商

人たちが次々と来 していることも記 されている。これは かのメン ーにも共通する

が、 は っと部 にいたため、 問先として われ、 するときもあった。 、

深 のように資 も多く、かなり書 などを したメン ーもいたので、それも来 を

やしたのだろう。その際、 をめぐる け引きが重 であったようだ。 も結 、

ど している。

　そんなあっるとき、 民の書生が い一木 を ってくれと来 してきた一件を記

している。 と ったが、生活 で が危ないなどと な を き、高 にして っ

てあ た。すると 日、価 以 の をもらったので水 の 材を け取ってくれとやっ

てきた。それに ばないといってもどうしてもというので け取ったが、 しいのに、そ

の と 持ちに感 した、という ースも している (22)。

　　　  清人や 人の性格と日本人への視

　ということで日が つにつれ 清人との も多くなっていく。そんな中でお いの性

格もわかるようになり、特に らがこの一行や日本人をどうみているのかということも記

されてくる。

　当初は一行が 着し、 や から ようものなら、ものす い が一行やメン ーを

取り き、 けない どの日々が いた。 度の はあれそれは 国するまで き、

で を したりして くメン ーや 方 くメン ーもいた。特に、日本人 の に
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清人は指をさして大 いし、また日本人は清人の を見て大 いして、お いに いこ

ろ るという があった。そしてすぐ清人が日本人の着 に ったり、 に れようと

する好 の もあった。

　このことはお い初めて見る への好 であると同時に、のち を来 した清人

のある は、今度の長 のためにイギリス人は、東 （日本）の援 を期 した。

そこで は日本の がいつ来るかを期 して っていた。その日本の の中には 日

を し、また水の さえ く もいるという があって、それで日本からの の 着

や を見ようと 集した面もあったと かされている (23)。いわば日本は 術の国と

われてもいたのである。

　また、 は の人々は初めてやってきた 々に西 人に対するのと って、 知の

ように しんでくれ、 で 論さえできたこと、 のとき、 たちまで をつな

にやってきたことなどから。日清の人 が に通じあったと えたとしている (24)。そし

て多くの主に 民の中の学生たちが積 的に一行を ねてきて、 で 論をして多く

の知 を一行から学び取ろうとする も 外のことであった。そして多くの文人や書

や書 を持 してくる商人は、日本人一行がその面でのインテリ であることを めてい

たといえる。

　これらのことは、（ ）の日 野の記 のもみられる。当初の 月 日に に 問

の に かけて、 しい と をうけたあと、通 が日 野に が日本人を「日

本国は格 の国にて しきを感 し」、「わが国人を だ う趣なり」と評したと え
(25)、日本人一行に対する評価が高かったことがわかる。 してこの一行は大いに清人、

人から されたといえる。

　一方、日本人が見た 人、清人に対する見方は、 によれば、前 のような 日的

な らであると しみを感じながらも、しかし、近年は、 の から商 の

も教 をつけて学ばせる 風が見られるとし、しかしながら、今やその は 分の の

ことだけで、もっ ら科 の 合格のためにだけに を うことに 中だとする。かつ

て清国は文学ではどこにも引けを取ら 国で、それが国を治める原理になっていたのに、

今やついに 分の国を治められなくなっている。しかも内では長 に しみ、外からは

による を け、清国は危うくなっていると指摘。 れ きことだとし (26)、内 と

列強下の において で国際感 を感じ取っている。そして の 所で次のようにも

ている。

　「 は より 地にして文事などを するもの多から 。 に来たり風 の

わりをなすは、みな 民中の人にて、その中には もあって、 長の を み りに

国を い、 に言いて く、現在多くの 民 って の長 にありと。 もまた有 。

はもとより仁義の国と知る。 して とは に し。 し に於いても を

れんで の みを い、 してその民となしたまわば、長く をこう り 居する

ことを得るんと、 ろに を か れば、 もまた の に え りき。 て う、

しこれ を い、 国の民となさば、 のなすところあって ら国 ともなり、また

民などには を開かしめ、 ある者は いて しかる きに、 に しみ
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て しく せんといたわしくも し きことに や。」(27)。

　清国のいわばインテリ の きが日本に いを めていること、それに共感する

の の 国愛が、日本という国 がありながら、 えに 国という 語

を意識的に いたのかということ、またこの 期に長 へ した清人が多いことなど、

味深い内 を んでいる。

　　　  長 と

　 団一行が長 の 在を知ったのは、 くも に し かった の中で、

に の が がり、長 の によるものだという説明がなさらた時で、その後も の

が がったり、 の音が こえたり、 外で戦 があったりと が らに

され始めた状況も知った。その 年前には 会が 内を したこともあった。

ょっとして 戦が始まるかもしれない危 な時 と へ り んだといえる。現代

であれば、その情報は しく でき、この は中 されていたに いない。しかし、

にその した とその周辺を で知り、国際 と内戦、そしてそれにかかわるよ

うになった の 、さらに へ してくる 人ともいわれる 民の 在と

いう の中の、 の前の一 の けさを味わうという 重な をしたわけである。当

初は中立的立場をとっていた がそれまで 対していた清 と共同で、際 なく

化しつつ へ を けてくる長 に対 っするようになったのがこの時期で、戦

の なまぐさい情報が新 や人の から日 的になっていたことが記 の中からうかが

える。

　最初に を見たとき、イギリス がそれを 備しているのを知って 異に い、清人

にその理由とそれをどう うかと ねると、 は え 、 ってしまったといい、長

が を めてきたとき 章の は にあって、 れなかったこともあって、実

は の を に んだためこのような になったという も いている。この

ような度に は 界を 大したりもしている。 は し変わるが、それより前、天津の

戦 で に れた清国は、その を うため、 にある 関の 理をそれま

でも 力はしてもらっていたが、 に 全に し、その関 も の になるよう

になったことも確 し、記 している 2 。

　 はこの長 は明末にその が てきているとし、今は天主教により清人たちを

民化させ、 わ ものは し、 や 民を に て、 をするのみだとしている。

実際 人もの人々が へ してきたということは、それを 付けているのであろ

う。この は が戦 したりして、 も もなくなっているとしている。それなの

にこの 力が い で力を持っているのは清 の と によるものだとし、もし

仁 を施せばこのような は びるは だとも指摘している (29)。

　なお、 は天主、 音 教が 地で 活動をし、特に 活動は清人の支持を け

ているが、治 の成 は 学によるものではなく、天主のおか だという で 教してい

ることなどにも言 し、 リスト 教が今や 教を 回っていることについて、清人

と 論し、日本はそれを めていないことを えている (30)。
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　　　  その か

　 はその かにもいろいろ言 している。それらはかなら しも だっているわけ

ではないが、説明は説得的である。同 した高 （ ）らの言 から、 は らよ

りは いとされており、 によれば実際は 化 年（ ）生まれ (31)、おそらく

のまだ 年だと推 され、 くてもすぐれた人材が抜 されたと評価できる。のち

に東亜同文書院生がちょうど どで清国の長期にわたる現地調査報告をまとめてい

て、選ばれたとはいえ、当時の 者にはかなり力があったことがうかがえる。その力は書

院生とも同 のように見える。 は 在の大 は にあっただけに、 しろ来 者や

新 からの情報を ち着いて目と を研 まして していたと われる。記 も時に

資料を いて説明するあたり みで、より い目による な取り みは、全 の内 で

は 国後有 になった高 のレ ルを えているように われる。

　ちなみに、その かでは、清の役人とその 、 教、 、 度、 、

やと 、 、 、 、 の 、 生、学校 度、 価、 、オ ン 、 ンス 、

在中に日本の 見の異変を知ったことなどの情報が み取れ、これが 人の書いた記

かと われる ど多 多 である。そこに初めての 外 を日本人の代表として しで

も く見 したいという意 と 、そして を 見みることができる。ただし、

内が多かったせいか、 し を いてはいるものの、 に中で 考する 識として

情報をまとめる部分は かったといえる。

日 野 の 日記「 」（ い うろく）(32)

　（ ）日 野

　日 野は、 東 とともに 支 定の 者として同 した。 は 国（

部）の高 。木 いの 中地域の で、木 を えて へ り した

尾 に した。その高 村の高田 の に天保 年（ ）に生まれた。のち

に養 で日 野 に った。 や でも学び、 行きに した。 した時の

年 は で く、高 と同年である。 国後は 明 の教授、のち大 省でも

めた (33)。

　（ ）その 日記

　日 野の 日記は「 」というタイトルである。 とはイ のように役立たな

いという意味で、 した 持ちを表現したもの。高 という を意識してか 風

だが、内 からみると、作 は に満ちており、レ ルも高い。その では だ

が かのメン ーには けない意 がタイトルの表現に表れているといえ、 の し

の表現だと われる。

　内 は本格的ともいえる日記 で、 在中の 日の を したことを中 にがなり

的確に記 していると できる。しかも なる見 ではなく、関係者にきちんと質問し、

ではあるが、 論もして積 的な調査を行っている。 めて好 盛な がうか

がえる。 中、 し レ で中 するが、かえって後 はそれを 回するかのように、

で取り る どではないが、 一 を き回ったりしている。 の がりも
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に れながら をとらえようとする 構えも見える。最初に した（ ）タイプのすぐれ

た記 だといえる。

　  (34)

　 から った へ り んでいく時は、 のところでも付 的に説明したよ

うに、 は事前に見ていた『明史 』で 史的な のことはすでに理 しており、

現場では確 するだけで、 の地 まで作成している。 域の村 や 木を観 し、

がまだ く、 の に が のを見、 業の は日本の つ に ているなど、 村

の観 力が生きている。

　 の や な商 も記 し、 時にオ ン が役人や清人を せてきたので、

同 していた「 人」にすぐ質問し、 日 から見えた 方の について をして

ねている、そして近くの で戦いがあったことを くも知るのである。そして清国の

については書生ではなく実質的には商人だとしている。今の中国に通じそうである。理

は い。また、 の 人に問うて、 の現在の西 は 、「 」 は

と き している。 かのメン ーが だと記 したのとは大きく異なり、実 が

されている。このあたりの と 確さを める が かのメン ーとは異なってい

る。そして、 になって「 の みな一 を じその なり」と である。

　 日、 月 日の 後、いよいよ するが、そのさい掲 た「 が国の日 （日章 ）

じ、 の を する とし」とは目に か で、 のやはり である

　こうして （ のこと）でいよいよ し、「岸から し れた 」へ。「その

大さ まる」と記している。これは 行と され、「この 岸の には商 が す」

と記し、そしてここでも西 は という を き取っている。以 の「」

部分は 的基 識である。

　そして 舎 定の西 風 人 の「 記 」へ 着。 国人が し ることも見て

いる。この日は との 在 約を行ったのみ。そのあと、「 して」 へ。つまり

を て の ンス 界の へ向かったということがわかる。たちまち 人に取り

まれ、 天下一 も進めないくらいだったという。（ ）の のところでも見られた部分

である。おか で っくり いたので がよく見れたという。無 がない。その際、集まっ

た は とんど で、この国の と の に くも 付いている。そして へ っ

ている。

　またその日の「新報」を くも み、 村の 民たちが戦を って へ来るが野 に

しんでいることを知る。そして が を しても見つからないという情報に、な 清

国 は さ に に るのかとの 問を持っている。そして 商が と取引して けて

いることも知る。西 の が 商の を調 たら西 人が 人 っていたことも記し、こ

こでも清国 はな 調査しないのかという 問も持っている。日 野は くも清国の中

の な に多くの 問を持つことになったことがうかがわれる。

　  への (35)

　次の 日は からオ ン 人の 内で の への 。前 したように、この

はオ ン が したことがわかる。 の場所は、 に まれた 内の中でも
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から見ればもっとも れた西 部にある。そのため、日 野には 内を し、まちを観

する 好の機会となったは である。ま は 、 結 、関 の などを観 し、

日本とあまり変わらないが、 は とんど ばかりだとここでも に 付いている。

からは全 が に り、いよいよ の東 にある 東 をくぐり 内へ。 くて

く、多くの が集まり、一行の を見て大 いする。そして を ると 音と 、

でに やかに され、下 すると が えてくれた。日 野は の や を

かく記している。とくに の さ の 、後ろに鳥の が られ、これらが地 を す

ことにも 目している。そして が で えてくれたのに、一行が平 だったこと

を じている。

　なお、 や でもてなされた後、その りを の たちが へ い んだのを

見て、風 の れだとして日 野は いている。観 は かい。

　 も の音に られて を るが、またしても に取り まれ、通りを開けるため

にムチを り たりしたという。しかし、 中、 により、 しい を くも

している。積 的である。

　  記 へ (36)

　こうしていよいよ 月 日から の 舎「 記 」での生活が始まる。外国人の

者もいて活 があるとする。しかし、 日、 ンス人を見て、その は だ異で、

は のようなので、清人に けば は 教の宣教 だといい、日 野はそれを知ってさ

らに とした、と記している。 けば に 教の教会は か所。長 ももとは

教の宣教 たちによるものだと知る。とするとこんな大 を こしているのにな 清国

は 教を しないのかとまた 問を持っている。 ンス人宣教 の のような を

初めて見たショックが せない。

　再び 日に る。 記 の に日 野を 人が することになった。天井は高

いが に まれ い部 だという。その には があり、 、 、 、

草ノリ、 な人 、 、などの日本 が西 の とともに られていることを記し

ている。日本 が する前からすでに清国 による でこのような日本 々が えら

れていたことを日 野は観 している。このような 々を通して、清人やここに まる西

人は日本をすでに理 していたことがうかがわれる。なお、同じ ロアーに野 り場

もあり、 、 、大根、 、ささ 、 瓜、 瓜などを見て、日本と大 ないと 識し

ている。これらの観 は のように 内で大 を したメン ーには観 できないこ

とである。なお、 は 、 、 の を っているとしている。

　 へ ってからも日 野の好 は え 、世 係の に、 では井 が な

いのはな だ、また松 、 まで が来ているというが、どこまで来ているのか、につ

いて ねている。それによると、前者の問いに対しては、 の水に明 や石 を れ

てきれいにするから井 は多くは と。しかし、日 野はその水でお を じ にそそ

ぐと に変わり、 られないと記している。後者の問いに対してはアメリカと清国

が を い、 者が たこと、しかし西 の は いがよく、こちらは で を

集する どだ、と 感がつたえられている。
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　 日から 日にかけて へ かけている。ま 近くの ンス 界の 、本

へ 向き、本が いことを特記している。 日はイギリス 界へ 向き、中 とはい

え とか通りらしくなった だと われる を 々と いている。当時としては い

だが、 変わら 人が後をつけ、天公（かさ）をとるとみな指さして大 いする。

大 でに やかな きであったが、いささかそれに得意になったりしたかもしれない。

そんな中で、 ースも得ており、近くの が の におち、 主は 、 と民の

人が したと いている。 の外は が支 している状況を 識したということだ

ろう。

　このように、せっかく調 が てきたと ったとたん、 月 日に と下 に わ

れ、同行した から レ と され、 日まで部 から られなくなっている。（ ）

でも したように、 藤や も ウンし、 かにも ウンしたメン ーが多いという。

日には り 人がついに したことが わり、 い ん したことであろう。

水のせいだとし、 を 分に言い かせている。しかし、 中にも「新報」から戦況

の ースを取っており、無 な時 を していない。これは前 した もそうであっ

た。西 では との で は西 は 、 は で戦 中で に ったこと、

松 の は 清 の進 で し、 西部は 化、一方、 も清 が

で め、 の が したことなどで、やや が、戦況が に な状況になり

つつあることが わってくる。 ができる らにとって、新 は な情報 になって

いたことがわかる。

　  える来 、ときに 問 (37)

　しかし、部 で 在することになったことは、日本人に 味を持った清人たちには 好

のチ ンスとなった。

　 日には 後、 施 という人 が「戦国 」の書をもって来 している。 し

て へ来たという。 すると文 のあることがわかり、 を することにしている。

日 野にとってはじめての清国文化人であった。そのあとも と という が来

した。 に という。これも を することになり、この とはこの後も

が くことになる。そして れてから初めてこの 、 外で 岸を し、月 と清

風を味わうが、 した後、 い り にさされている。 が生息する環 であったこと

は 得できる。

　 日は、 と 生という 人が書 軸を持 してきて められたとする。商人

だが、 らから長 の情報も得ている。

　そしていよいよ 日に外 。 、 と 日に来 した を に ねている。

の に感 し、たがいに 情ができたが、 が 調を し へ同行。そのあと

と 地（ 界） びその外へ足を ばし、 民の の生活を見る。その後、 内へ

ると は立ったまま通行人と を わし始めた。 の情報取得のワ がもっと

に見えたのだろう。そのあと れて一人で本 を そうとすると、 へ れて行かれ、

すぐ している。ここでようやく本格的な きが始まるが、これについては、後へ回

すことにし、 しかけるようになった来 を先にみてみよう。
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　以下来 を見てみる。

　 月 日には、 、施 が再来 し、 などを持ってくるが、 定外だったの

で せ 、次回へ。　そして 後、 人の商人が や を りに来るが、とくになし。

　 月 日には が 文を書いて持ってくる。 と を し 。 後、 公

が れで 作の書を書いた団 を持ってくる。

　 月 日、再び 公 が していた を持 する。 で 。

　 月 日。 が学生を 人 れてくる。 したが、 だけで。文章を論じる

ことなく、レ ルが いとみた。

　 月 日、 が来 。文事 はやめにして 情について す。 には ある

となったようだ。

　 月 日、再び 調を し、 と下 に 。このあと 月 日まで記 なし。

れがでたのも わったのだろう。日 野には深 だったように われる。理由は 水だとし、

力の を している。

　 月 日、 を れたが、この 、学生 人来 し、日 野の 状を ね、 ま

で持 してくれた 情に感 している。

　 月 日は 後初めて を結い、外 。 を 問。 は重 だと知る。 の は日

野が 問したことを び、 を ちそうになり、材料は日本と変わらないとしている

が、 や には 目している。この 事のときも は 々に 事をし、 は で

るのを確 。なお につけた日 野の日本 をめぐって 論になり、抜いたときは が え、

が れると えると。 は なしになったと記している。

　また が へ来て、日 野の 事を見て、な なものばかり るのかと問う。

それに対して材料は日本と わないが、 を日本ではこんなに わないと えた。 事の

の確 である。

　 月 日、 民がウ ギを りに来で し た。また に来た と し、

論して を らせ面 がっている。

　 月 日、大 の商人が来て、さすがにその がいやになる。ますますこの一行に

の商人までが関 を持つようになったと言うことだろう。

　 月 日、この日また 調 調。

　 月 日、施 が 文を持 。施は文 があるが、やたらに書を めてくるところは

な人 だと評価している。それでも をお しに している

　この後、学生 人来 。 すると、 の 中に教えを けに来たのだという。しかし、

が に って学生たちにやたらに学を論じるなと をする。こういう 論をしなが

ら をする学生が を いては人を ねるというのは、日本の当時と ているように見

える。ただし、 らはア ンらしきタ を っていた。日 野はすすめられたそのタ

を うのを っている。

　 の 公 もやってきた。 へ行き、 を み、 外を こうと ってきた。しかし、

分は国 のために来ているので、そういう には れないと っている。日 野の

がうかがわれる。
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　また、本 の が書 や本を りに来ている。あとの来 者についてはは文 生以

外は っている。

　 月 日、 の 学生、 という学生の来 があったが、 分の 調 え、

次の機会に会うことにする。

　 月 日、 が 者 人と来 。その 者は長 にとらえられたあと先月 か

ら来たという。しかし当人は ができ 、日 野は 念がる。

　 月 日はなんと 明から商人が 々来る。評 を きつけたのだろう。 らの情報

ットワークのつながりがうかがわれる。日 野は らを り、部 へ れ 。また、

が来て へ るという。 の を める。 いて施 も来る。 の をしている。

さらに まで来 。日 野の 文を論じあったが、まとまらなかったとする。

　 月 日 明より、施 、 、 、 、それに学生 人来 。ますま

す人 ものになった感があるが、これだけ来るとさすが も大変で、部 も く、外の

のところで みながら、また部 へ ったりして したという。

　 月 日、 来る。 に来るので、 うしかないと。そして公役が来て、大村

のオ ン 通 の がなくなったという知らせをうけ、同情。

　 月 日、 西 新 科 人の が 人の 者を れて来 。 は 人の大

で な人 。長 と 戦もしている。文 があり、 もスムーズ。最近 へ

きて 章と会い、 の見 いをしていたら、日本人がきていると いたのでやって

きたのだという。ただし、 事については さないと。そこへ周 と も わり、

情を語りだす。 を し 。日 野を軸に大きなサロンができたといえる。そこへ施

が れてきた初めてみる 人と会う。うち一人は知 の で いが高いという。も

う一人は学生。しかし、この知 は文 がないと日 野は見ている。そこへ も 、

どう も て、より大きなサロンとなり、日 野はその中 人 として評価されていた

こがわかる。

　 月 日には 、 後は が を持 し、 。そのあと が 人 人 れ

てくるが、それは っている。本来なら へ るつもりが、来 で、 られなかった

としている。

　 月 日、 と周 が 材を持 する。 味があったので で 対し、 。

の を す。

　 月 日、 が来 。しばらく 東へ行くというので、お れ。 後、また が 調。

　 月 日、周 が見 いに来る。情報は い。

　 月 日、 が 者 人と へ来 、 に しく、学力 。学校 度を教

えてもらう。 ももらい、 後も居 けたため、公役が 方 させる

　 月 日、 民が を りに来る。 味だったと。周 が見 いに来る。その 情

に感 し、ついでに について問うとそれについては語ら 。 。

　 月 日、本 の が書 を持 。 めた。

　 月 日、 が周 の で を持 。 今の へ がる。また、 と

が していた を持 。 に も まれる。のち知 の が に書を書いてく
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れと所 してくるので、 。い れも 文や書の が の文化人と日に日に深まっ

ていく がわかる。 後、 人が 事を持 。

　 月 日、抜 が近 き、やること多しと記している。この日も周 と が

を持 し 。 方、 来 。 さに れているところへ学生 人来 。 や 、

水の で、 に日本人がいるとの があり、 ねてきたという。しかし、 れて

しまい、 念ながら、再会を約 した。

　この日の記 で日 野は、 当初は 外の人 が だったのに、今や「 」に

ようになったとし、もし、もう 年 在できるなら 分の「 を する」ことができ

るのにと、 国が るなか、 念な 持ちを している。それにしても とんど初めて

である日本人に、それも 代前後の 者に対して、多くの学生も 清人が、はるか

くからも 文や学問の を めて 集したことは く きことである。 する清国状

況の中で、 と学問を備えた日本人という風評が、 れとともに清人の に に がっ

たということと、この国の見えない情報の さをうかがうことができる。

　 月 日、 人が湯 を持してくれる。そして 後、 へ れの に行く。

　 月 日、いよいよ 後には 国 に る 定。すると、 事に くも が

を持 し れに来る。 いに にくれ、来 に で会おうと かれる。その最中に本

の が していた書を持 してくる。さらに周 、 も れに来てくれ、「

の 分」になり、「その 情、実に の にまさる」と記している

　 月 日、 中で 々としていると、 民が を持 してくれる。お い大 を して

たと記している。 在中、 民から をたびたび めており、 民からも好かれてい

たことがわかる。これが との最後の れになった。

　日 野は、これら多くの での清人との付き合いで、国際人として成長したに いな

かった。

　  き 3

　日 野は、 の くからの 内に え、イギリス、 ンスの 界についても き

をしたがってたことは、当初の行動記 からもわかる。しかし、 水のせいで レ になり、

前 した どではないが部 生活も なくされた。しかし、以 、 調を見ながら

きを みている。しかも え ける多くの来 にも対 しての 約された き時

であった。

　 調が回 して、 と へ し りに たのは、 月 日で、 中 が に

れたこと、 がどんどん き取りをするのを見たことまでは前 した。

　その 日、 日には今度は中 田と 岸を き、長さ くらいの大きさで、

も生活している が とつらなっているのを見、それらがみな を けて来ている

ことを観 している。そしてより岸 いには が を ね、 、 の か、生 では、

スッポン、ドジョウ、 イ、スズ 、など日本と変わら を記 している。あと 内

へ り、書 行きを に 内させ、本の多さに関 。本 で を んだとたん、 と

なり、 年に を 内されている。そこで では で を足し、日 にそれを

で うことから、 が れることを実感している。再び、本 に り、 などの本
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を 、そのあと いた は石 きだが、人が多く、 が積もり、 足が れたと。

　 月 日には、来 者の後、イギリス 界の大 まで かけ、本 の へ か

けるなど、 し つ足を ばしている。しかし書 内にいても次々と書 や を りつ

けに来て、 うしかなかったとする。商人の り方の がわかり、それがやがて 中

の まで しかけてくるようになったこともうかがえる。しかし、この とはこの後

も付き合いが進 ことになる。

　 月 日、 方、 から 岸を く。 人に 末な に 内され、書 軸を わな

いかと言われそれに せられている。しかし、この後、再び と下 により けなくなり、

部 でもっ ら前 のように来 者と付き合うことになる。。

　 月 日、ようやく けるようになり、この日はそれまでの を一 に取り すか

のように、 を一周するとの意 みで、清人を 内役とし、 くから を して

いる。

　ま 、 岸 いに 外を 下し、 外の 会 前へ。その 中で野 や のアワ

などの を見、 外では く、 のす さを感じ、 、 、 がそれ れ

所 と 地を掲 て商 している を観 している。そしてそこから西 方向へ

から れ、 章 の を目指している。 中、時々 に会い、 が近いことを

知ったが、 中の 村では 瓜、 、 、 大根、 瓜、大 、ササ 、 、 （あ

かざ）など日本と変わら 野 を見ている。そしてその先に 者の や が多 置

してあり、 も強い 場を通り、 へ。ここは の を見ることを約 していたのに、

のため、見られなかったところで、外から くくだけであった。そのあと し、 橋

付近の の民 の中、 年 に され、す て持ち られたと からききとっ

ている。 の西 に近 くにつれ、 を持った 人 どの に会い長

への 備に 感を感じている。

　西 から 内へ ると、 に 清 の 備 がおり、大 も備えられているのを見

ている。そして 内の 中を し、関 へ。のち 内西 の へも って、再び西

へ り、 外を 。 が を持って 備している も見ている。そして に っ

て東方へ向かい、 している 。

　この ースはそれまで とんど いておら 、初 であり、それまで いた 界の一

部の と合わせて、やっとこれで の 全 を見ることができたということになる。

　 月 日には、来 者が した後の 後、 から近い のいわば 所という

き「新関」へ 向いている。ここは 人 人、清人 合わせて 人が

での関 徴取を 当しており、 人のトップは年 の 料で、日本の

にあたると きとっている。な 国がここを支 するようになったかは、 の で

れた。それに対して、日 野は、たとえ清国が を得ても、 を持って とす きで

ない。 は を るために、よだれを して の を えてきているのだ。

和 を表向きにしながら を近 けるは 人の めるところだと。 のうちア

ンなど は んとうに なのかも検討す きだと記している。初めて 関をめぐる

国 の支 関係を目の前にして、日 野は 義感を表明している。それは多分に
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と重なったともいえ

る。

　その後は来 者の

ッシ と、一時の

調 で、次に外 で

きたのは、 国日 が

まった 月 日で

あった。

　この時の行先は、

後の来 後で、西 外

先の、先日見た 橋の

先に がる 章の

であった。見学を約

しながら、 でみら

れなかったのがやはり

りであったのだろ

う。この時も約 して

ないため、外からの観

であった。しかし、

同じグループの

人は の日にしっか

りとここを見学してい

る。これについては

で報告したい。日

野はここで、 は

方を で み、

方を だと き、

それが 人で

あり、 橋には 30 あ

るから合 人が しているとみている。また野 時は 人で を設

け、それを と すなど き取っている。そして を 見たかったと やんでいる。

　 月 日には 界の大 へ の前を通っていくと、 を引くものがあり、つい

ていくと 大 な 。そこは で、 内の 人の に見とれたようだ。 はこ

こで 、 東 人を にしていると いている。 、 で の大 を確 している。

最後に 内人の にと を している。

　そして最後の 月 日、 明から 日の大 へ向かい、 に野 と の が ら

かれ、 いや らし、 水の り などでに やか、それは日本の と同

じだと記し、 の の を味わっている。そしてやはり本 の へ っている。

撫軍

斜橋

図 1　日比野輝寛が 6月７日に歩いて巡ったコース（藤田原図）
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　この 後、公役（ 役人）に い へ れの に かけている。再び と ッ

の音にで かえられ、 が開かれ、 が えて 書院で の を け、 れの

会となった。

　以 のように、 調 と 次ぐ来 で、 きは 由にいかなかったが、 い って

全域 きをし、 界 きも みており、それなりに の を実感できたであろうことが

わかる。特に、 調 にめ を とか知りたい、またそこを通じて外国 力に実

情としくみを知ろうとした強い意 をくみ取ることができる。

　  長 情報 (39)

　以 のような日 野の取り みの中に、やはり で実感した初めての国際戦 状況に

ついては、日 野にとって 人事ではなく、その情報には かのメン ーも同 であった

がより強い関 を持った。一部は（ ）の の でも れたのでそれ以外についてみて

みる。

　 月 日には、 の清人の として、 民は 周辺で、 人、 に

人いること、 は を さ 通を するため、 の と がはなはだ しいこと、

国 は精 を い 力 大中、 の も危 で、ここが ちれば 通も 由になる

こと、しかし、このまま けば、 年で の 者がいく 人も よう、などの情

報を き取っている。

　 月 日、 人が来て、 外で いていたら、 民の 者を 人見たと。

　 月 日、 のトップで、 成が でとらえられ、それがいうには、 西の 生まれ、

14 から 全に い、 に 、 となり、 の いで 戦 、 けた事はなかっ

たと。 の は生を めないと。したがって、 が危なくなって が したとい

う前 の は であったと。

　 月 日、天津の戦の も しく いている。 が れた後、 が めてくると

いうので清国 はやってくる場所へ地 を め、 の ができるは だったが、地

で が大変になると考えた地 地主が 告し、 はそれを知り地 を し、

した。また が に り 、清 の を れた は を掲 、また「 戦」

の も掲 て、清 をだまし、 清 を して 人が 者となったと。

また大 での 戦で の が し、 は通 へ し大 。清は 1600 の

を支 うことになったという。これらが前 した の新関の主 を に われ

ることにもつながったということにつながる。日 野はこれらの情報を通じ の戦略に

関 を持ったに いない。

　 月 日には、 で の がおこったという情報も いている。

　 月 日、来 した施 は、長 は大 なく、略 するだけで、国 を うことも

なしという、と記している。

　 月 日、 章 は先月、 人で 長 を ったと。そして今、 章

は 外の 橋に を設け、長 を していると。

　 月 日、商人の は （ 界の 界の水 ）から を積んで し、

天 化のため岸に近 いたら、 人の に もろとも われ、 は に されたと。
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　 月 日、松 近くに の と 無 との報を知り、 が に行

進するのを、 の前でみて、その行 を として記 している。

　 月 日、長 戦 の実 を 。な こんなことになったかを を らして、書き

す。国 の一 になればと記し、日 野の 持ちがうかがえる。そして清 が衛 を め、

は西 から 走したとの報も記している。

　 月 日、以前来 した は、清国は の機 は わ 、重い などを う。

の う や は だが、それにより 化してしまうから、清国が のは 義

だという。それについて日 野は 義を重んじるのは日本と同じだとし、言 や など

やたらに の はよくないと記している。 での 清の 的な の観 から

の結論のように見える。

　  その か

　その か、 の多 性のなかでの 、重さや長さの が と民で異なり、民

の中でも 人や地方によっても異なっていること、 国 の活 、 の を中 に、

書 や 、 などもその 価を の で調査していること。 めて多 な関 だが、

での らしへの関 である。

終わりに

　以 、 末に が初めて へ した 団のうち、 者の 者たち 人の

在日記の内 を検討した。それらはそれ れ 性があり、 味深いが、それ以外の 者の

日記も めた日記の内 を大きく見ると、記 者の行動やその記 内 から、（ ）（ ）

（ ）の グループに分けることができ、そのうちの二つのグループ、（ ）からは 次郎、

（ ）からは日 野 の日記を今回は取り た。そのうち は 水を んだことによ

る 調 で、 中からは部 らしとなったが、その を ね す く、1  の さ

とは えない どの力 で、来 をはじめ、新 などから 情報を精一 集めた 力

が わってくる。一方、日 野も 中から レ で れるが、回 すると、実地に き

も みている。そして よりも多くの清人が日 野を って来 し、日 野を中 にした

書 や書 を中 に 論する文化サロンが 成されたことである。この は にも言え

るが、日 野の来 者は 人近くに し、 への来 者を大きく 回っている。

そして を きつけた や 方からの学生も わっている。

　これらの には長 との戦いとそれに う清 の 化という の中で、日

本人が持つという 能力の のレ ルから、 問を けた が日本人一行を評価

したように、実際の しさと 文や書 を理 できる文学にすぐれ、 もうまくで

きるなどまでの現地での日本人の評価がすぐに がったためと われる。日 野の来 者

は日 しに え、 きもままならなくなる どであったが、日 野の 村 え

の さと性格の さもあり、一 と清人に評価されたのであろう。それにしてもその情

報の わり方の さと 確さには 目され、清社会にはこの時期にもこのような 民によ

る ットワークの 成されていたことがわかり、今日の中国もその 長 にあることがう

かがわれる。また、 から長 に われた 民が 全だと われた に集まり、そ
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の中のすぐれた人材が

人以 に日本人との文化的

を めたこともわか

る。長 の は 団の

人かの 者には以 のよ

うな の で な面も

あったといえる。

　しかし、 らが び ん

だ は、まさにその長

対 清 との戦場に

まれ、 らは多くの情報を

集め、目の前で 開する内

の長 と清 という国

内で対立する と

の り れた な国際戦

に しつつ、国際戦の実

態を初めて観 することに

なったのである。日 野は

日本国の一 になればとそ

れらの情報も集めたと記し

ているのは当 であったと

われる。この が 国

後　 末さらに明治の時代

に らをどのように対 さ

せたかは 味のあるところである。

　ところで、 状の重かった はもっ ら 内で情報を得たために、記 の内 は時

軸が主であり、いっ う、日 野はいったん レ にかかるが、 どではなく、来

者が多かったため、 分とは言えないが、 の 内や 界の にも足を び、

の がりを観 している。時 軸と 軸の 軸から を立 的にとらえることがで

きたように われる。記 からは、 全 として 内と 外のすみわけ、さらに 外でも

界と 地から してきた清人たちを え 人ともいわれ、その中にまだ定

着に らない多くの 民が 集する居 地と 人と言われた 生活者の という

すみわけがうかがわれた。そしてこの 民の への集中が、まだ定着には らないも

のの、この の人 を させ、 の としてその後 していく前 である初期

件を 成したものと われる。つまり、 の 世 後 からの は、この時 で

は の というよりは太平天国・長 の による への 民の集中が 機となっ

たことが、 らの記 からわかるのである。 は 者が 年 を目 に作成した

地 で、前掲 もこの を ースに作成している。 がった 状の部分が の

海関

図 2　1862 年頃の上海地図（藤田原図）
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でありその外 を取り く 状の部分は外堀である。この内 は になった とし

ての であり、その の までが当時の 界、 から の あたりまで

が 界で、その が 界で、こののちさらに西方へそれ れ 大していく。 界の

西 には最初の 場が くも設けられている。 中の は を し、 場 と居

を している。 内の の 的 状と外 の 界の の 的で 的

状とは対 的である。 からあ れ た 人は の 東 外や大東 外の東 で、

いの に居 し、多くの や などの を ていた。 へそそぐ

の 以 は （ ）地 でアメリカの 界になり、のちに日本も進 し、やがて

界と合 して共同 界になる。前 したように 中の が す は当時の の

の を し、それはせい いこの の がる の であり、大きな ではなかっ

た。 の外の西 、 、そして 界地になった も 地で、長 の はこの

界とそこに く 地に 民を 地から り ませることになり、 な 民の居

環 だったことがわかる。しかし、 などの 界の 大がのちにイン の整備をす

すめ、 民の一部の居 の定着を 能にしていくのである。 らの日記はその の

を記 できた で 重である。

　い れにせよ、 らが された は、日本では考えられない国際的 を い り

んだ イックで、戦 による 民の など 々と変化する イ ックな時 に

あった。　それだけにそこでの行動や 考の記 の中で、それをどう き明かし、 も

いていったかは、 0 前後の 者たちであるとはいえ、 分の立ち 置も まえ対 し

たように見える。トップの たちや長 商人が対 した との初 や 定の

結はうまくいかなかったが、 者たちはそのまじめさと好 が、清人との を活 にし、

でのサロン くりとそれに う人 くりには成 を たといえそうである。

　最後に、 は 、日 野は という さで、周 の戦 に まれた にと

びこ ことになり、 な環 の中、 レ に しながらも、 やそれに なる清国

の状況を見 し観 して、しかも 々と多くの清人文化人たちとも でき、これだけの

記 を書いたことは に すると評価したい。それは 末期の の 者が 学の

養を持ち、さらにまだ初めて見 した列強との国際関係の日本への も し、その

さえ感じる な中で、 に 観的に目の前の事 をとらえようとし、選ばれてき

た日本人という りを持って、現地での の中で対 したという力 の大きさを し

たように われる。それが、次の明治 新後の日本の近代化を 能にした原動力になった

とも われる。 年に設立した日清 研究所から、さらに 年に東亜同文

書院を立ち ていった荒尾精、近衛篤麿、根津一の 人も 代の 者の であり、

実 であった。い れも 末期生まれの人材であり、あらためて 末期あるいは 後期

の などの教育環 と明治期につながっていく教育システムを検討しつつ、再評価する

検討も なように われる。

　東亜同文書院設立後、清国や民国時代、さらに列強の 民地下にあった東 アジアで調

査 行を行い、すぐれた報告書を記 した書院生も、外地という初 の世界に 戦した
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の 者であった。そこには本論で取り た 末に に された 者た

ちの力 が 影されているようにも見える。
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